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一
◎
数
字
か
ら
は
っ
き
り
言
お
う

中

国

の
改
革

開
放

二
五

年
来

、
経

済

は
持

続

的

に
高
度

成

長

を
達
成

し
、

二
〇

〇

三
年

ま

で

に
、

G

D

P

は
す

で
に

一
・
四
兆

ド

ル

を
越

え

、
全

世

界

の
三

・九

パ
ー

セ

ン
ト

を

占

め
る
ま

で

に
な

っ
た
。

購

買
力
平

価

で
計

算

す

れ
ば

、
そ

の
大

き

さ
は

三
倍
増

に
な

り
、

中

国

は

ア
メ

リ
カ

に

つ
い
で
世

界
第

二
の
経

済

大
国

と

な

る
。

し
か

し
、
経

済
的

基
盤

は

ま

だ
低

く
、

な

お
経

済
強

国

で
は
な

い
。

そ
れ

に
応

じ

て
、

中

国
経
済

は
す

で
に
日

増

し

に
グ

ロ
ー

バ
ル
経
済

体
系

に
組

み
込

ま

れ

つ

つ
あ

り
、

国
際

経
済

と

の
相
互

関
係

は

強

ま

っ
て

い
る
。

中

国

経

済

の
好

不

況

は
、

も

は
や
単

に
中

国

一
国

の
事
情

に
と
ど
ま

ら

ず

、

世

界
経

済

に
対

す

る
影
響

は
ま
す

ま
す

大

き

く

な

っ
て

い
る
。
特

に
東

ア
ジ

ア
諸

国

と

の
相
互

関
係

は
明

ら

か
に
突
出

し
て
お
り
、

な
か

で
も
、

二
〇

〇

三

年

の
日
本

の
対
中

国

輸

出

入

総

額

は
三

八

・
七

パ

ー

セ

ン
ト
と
激

増

し

、
両

国

は

お
互

い

の
最

大

の
貿

易
相

手

国

と

な

っ
た
。

こ

の
よ
う

に
、
中

国
経
済

の

発

展

に
対

す

る
正

確

な

評
価

と
予
測

は
、
中

国

に
対

す

る
客

観

的
認
識

を
深

め
、

日
本

経

済

の
見
通

し
を
観

察
、

予
測

す

る
重
要

な
外

的
要

因

と
な

っ
て

い
る
。

現

在
、

中

国
経

済

に
対

す

る
研

究

は
国
際

的
な
中

国
研
究

の
熱

い
課
題

と

な

っ
て
い
る
。

科
学

的

で
正
確

な
中

国
経

済

の
現

状

と
先

行

き

に
対

す

る
認

識

と
予
測

は
、
ま

ず

は
中

国

自

体

の
統

計

の
完
備

・
信

頼
性

、

公
開
度

に

よ

っ
て
左

右

さ
れ

る
。

同
時

に
、

研
究
者

の

学
識

、

態

度

、

方
法

も

客

観
的

か
ど

う

か
、

正
確

か

ど
う

か
を

決

め
る
条
件

と

な

る
。

概

観

す

る
と
、

一
九
九

〇
年

以
来

、

一
部

学
者

の
中

国
発

展

に
対

す

る
研

究

は
、

あ

る

時

は

「中

国

は
崩
壊

す

る
」

と
予

測

し
、

時

に
は

「中

国
脅

威
」
を
叫

び
、
は
た

ま
た

「中

国
経

済

は
す

で
に
バ
ブ

ル
」

と
断

言
し
、

さ

ら

に

「中

国
特

需

が
グ

ロ
ー

バ

ル
経

済

を
牽

引

す

る
」

と
言

っ
た
り
、

そ

の
結
論

の
変

化

は
百

花
線

乱
、

奇
奇

怪
怪

だ
。

こ
う
し

た
現

象

が
出
現

す

る
原

因
を
探

る
に

は
、

何

よ
り

も
中

国

の
経
済

統
計

と
経

済

予
測

に
存
在

す

る
問
題

を
検
討

し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

現

代
中

国

の
経
済

統
計

の
歴

史

を
ふ
り

か

え

る
と
、
確

か
に

一
連

の
誤
り

が
見

ら
れ

た
。

主

な

と

こ

ろ
で

は
、

一
九

五
〇

年
代

な

か
ば

の

「大
躍

進
」

の
誇

張
、

六
〇

年
代
初

期

の

大

飢

饒

状

況

の
隠

蔽

が

あ

り

、

そ

の
後

も

「内

外

区
別

」

「
二
重
帳

簿

」
を

行

い
、
対
外

的

に
は

「余

地

を
残

し

て
」
発
表

さ
れ
た
。

改

革
開

放

以
後

は
、
前

述

の
や

り
方

は
次
第

に
矯

正

さ
れ
、

統
計

理
論

、
指
標

、
方

法

も

絶

え
間

な

く
改

善

さ
れ

て

い
る
。

し
か
し
先

進

国

と
比

べ
れ
ば
な

お
か

な
り

の
開

き
が

あ

る
。
そ

の
差

は
急

速

に
縮
ま

り

つ
つ
あ

る

が
。

と
り

わ

け

一
部

の
地
方

官

僚

が

イ

ン
チ
キ

、

で
た

ら

め
な

「業

績
」

を
報

告

し

て

い
た
事

件

が
相

継

い
で
明

る
み
に
出

、
中

国

の
統
計

に
対

す

る
信

頼

を
傷

つ
け

た
。

こ
れ

が

つ
ま

り
中
国

研
究

者

が
中
国

研
究

に

お

い
て
と

ま

ど

う
客

観
的

な
原

因

で
あ

る
。

そ

れ

で
は
、
中

国

の
経

済

と

そ
れ

に
関

す

る
統

計
状
況

は
結
局

の
と

こ
ろ
ど

う
な

の
か
。

私

た

ち

は
研

究

に
お

い

て

一
体

ど

の
よ
う

に

中

国

が
公
表

し

た
統

計

デ

ー
タ

を
分
析

し
運

用

す

べ
き
な

の
か
。
そ

れ

に
は
新
中

国
建

国

以
来

の
統

計

作
業

に

一
度

歴
史

的

な
考
察

を

加

え
、

そ
れ

に

よ

っ
て
中

国

の
経
済

統

計

の

現
状

を

は

っ
き
り

と
理
解

す

る

こ
と
が

必
要



で
あ

る
。

改

革
開

放
以
前

、
中

国

が

従
来

用

い
た

の

は

計

画

経

済

体

制

下

の
物

的

生

産

物

勘

定

(
M
P
S

)
で
あ

る
。

一
九

八

四
年

以
来

、
国

際
的

に
認

め

ら
れ

て

い
る
国

民
経

済

計
算

体

系

(
S
N
A
)

へ
の
切

り
替

え

を
次
第

に
実

現

し

て
き
た
。
現
在
実

行

さ

れ

て

い
る

の
は
、

市

場
経
済

体
制

に
適
応

し
国
連

の
新

S

N
A

と

連
結

し
た
中

国
国

民
経
済

計

算

体
系

の
新

版

で
あ
る
。

近
年
推

進

し

て

い
る
中

国

の
G

D
P
計

算
と

デ
ー

タ

の
公
表

制

度

の
改

革

に

よ

っ
て
、
G
D

P
計

算

の
科
学

化

、
規
範

化

、

国
際
化

の
水

準

が
高

め

ら
れ

た
。

こ
の
経
済

計

算
体

系

を
手
段

と
し

て
デ

ー

タ

の
質

に
対

し

て
評
価
、
点
検
、
バ
ラ

ン
ス
分
析

を
加

え
、

デ

ー
タ

の
虚

飾

を
あ
ば

き
、
統

計

数
字

が
客

観
的

か

つ
正
確

に
中

国

の
経

済

発

展

の
実
際

を
反

映

さ
せ

る
よ
う

に
し

て
、

G

D

P
計
算

の
透

明
性

と
デ

ー
タ

の
信

頼
性

を
高

め

て

い

る
。た
と

え

こ
の
よ
う

で
あ

っ
て
も

、
中

国

は

現
在

の
と

こ
ろ
ま

だ
発
展
途
上

国
家

で
あ

り
、

客

観
的

な
評
価

、
中
国

国
家
統

計

局

の
中

国

国
民
経

済
水
準

に
対
す

る
評
定

は
、

お
よ

そ

中

の
や

や
下

の

レ
ベ
ル

に
あ
る
。

筆
者

が
観

察

し
実
際

に
即
し

て
理
解

し
た

と

こ
ろ

に
よ

る
と
、
現
在

中

国

の
統
計

は
総

じ

て
言
え
ば

信
頼

で
き
、

デ
ー

タ

の
公
表

と

修
正

は
ま

す
ま

す
適
時

に
行

わ

れ

る
よ
う

に

な

っ
た
が
、

し

か
し
実
際

の
状
況

と

は

や
は

り

一
定

の
食

い
違

い
が
あ

る
。
今

の
と

こ
ろ

主

に
隠

蔽

と
遺

漏

で
あ

る
。

た

と
え
ば

、
第

一
次
産

業

で

は
、

農
民

が
自

宅
周

辺

で
自
家

用

に
栽

培

す

る
少

量

の
野
菜

、
果

物

、
卵

な

ど

の
農

作
物

は
、

市
場

に
出
荷

さ
れ

な

い
た

め

に
統

計

に
は
入

っ
て

い
な

い
。

第

二
次
産

業

で
は
、
統

計

に
入

ら
な

い
も

の

に
は
未

登

記

の
地

下

「闇

工
場
」

の
生

産
品

、

お

よ
び

一
部
企

業

の
脱
税

の
た
め

に
虚
偽

報
告

し
た

生
産

量

な

ど
が

あ

る
。

第

三

次
産

業

で

は
、

タ

ク

シ
ー
、
飲

食
業

が
脱

税

の
た
め

に
虚
偽

報

告

し
た
業
務

量

、

お
よ
び

密
輸

品

な

ど
も

統

計

に

は
入

っ
て

い
な

い
。

あ

る
専

門
家

の

推

計

で

は
、

こ
う
し
た
統

計

に

な

い
生

産
額

は
近
年

毎
年
約

二
兆
元

、
実

際

の
G

D

P

の

一
五

パ
ー

セ

ン
ト
近
く

を
占

め

る
と

い
う
。

政

府

の
管
理

が
改

善

さ
れ
統

計
作

業

が
厳
密

化

す

る

に
従

っ
て
、

こ

の
差

は
徐

々
に
縮

小

し

て
い

る
。

中
国

が
公

表

し
た
統

計

デ
ー

タ
を
分

析

す

る
時
、
前

述

し

た
よ

う
な
発

生

す

る
か
も

し

れ
な

い
誤
差

を
考
慮

し
さ

え
す

れ
ば

、
比
較

的

実
際

の
状

況

に
合
致

し
た
結
論

が
え

ら
れ
、

と
ま

ど

い
も

な

く
な

り
、
見

込

み
を
立

て
て
、

適

切

な
判
断

が
下

せ

る
だ

ろ
う

。

(六

月

二

日
、
張

琢

著

、

編
集

部
訳

)


